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全
校
生
徒
の
顔
が
見
え
る 

新
聞
作
り

　

全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

や
予
選
な
ど
を
取
材
し
た
学
校
新
聞

を
顕
彰
す
る
「
第
３
回
高
校
新
聞
部

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
主
催
・
読
売
新
聞
社
、
後
援
・
全

国
高
等
学
校
体
育
連
盟
、
全
国
高
等

学
校
文
化
連
盟
）
で
、
兵
庫
県
立
神

戸
鈴
蘭
台
高
校
編
集
部
が
制
作
し
た

「
鈴
高
新
聞
」
と
「
鈴
高m

ini

プ
レ

ス
」
が
最
優
秀
賞
・
読
売
新
聞
社
賞

に
選
ば
れ
た
。

　

年
間
１
１
７
号
発
行
し
た
「m

ini

プ
レ
ス
」
で
全
部
活
動
の
部
員
た
ち

を
紹
介
。
全
校
生
徒
の
顔
が
見
え
る

新
聞
作
り
を
続
け
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

本
戦
に
出
場
す
る
部
活
動
が
な
く
て

も
学
校
全
体
に
活
気
を
も
た
ら
し
て

い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
記
事
や
写
真
、
企
画

な
ど
で
優
れ
た
新
聞
を
作
っ
た
５
校

に
優
秀
賞
、
11
校
に
奨
励
賞
が
贈
ら

れ
た
。
今
年
は
昨
年
と
同
数
の
33
校

か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。

個
性
派
、力
作
そ
ろ
う

　

今
回
も
応
募
作
品
は
力
作
ぞ
ろ
い

だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
紙
面
か
ら

は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
の
ぞ
む
部
員

た
ち
の
弾
む
気
持
ち
や
、
チ
ー
ム
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
人
た
ち
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
た
。

　

入
賞
作
に
は
「
個
性
派
」
が
目
立

っ
た
。
選
手
た
ち
に
深
く
取
材
し
、

大
会
に
向
け
て
学
校
全
体
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
い
う
活
気
あ
ふ
れ
る
紙

面
、
読
者
を
ペ
ー
ジ
の
中
に
誘
い
込

む
大
胆
な
レ
イ
ア
ウ
ト
、
動
き
の
あ

る
一
瞬
を
斬
新
な
構
図
で
と
ら
え
た

写
真
、
速
報
版
を
精
力
的
に
発
行
す

る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
…
…
い
ず
れ
も
、

読
み
手
に
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け

た
。

　

先
輩
た
ち
が
つ
く
っ
た
紙
面
パ
タ

ー
ン
を
続
け
て
い
る
新
聞
も
み
ら
れ

る
。「
伝
統
」
を
重
ん
じ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
大
切
だ
。
一
方
で
、
紙
面
を

進
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
意
識
し
た

い
。
小
さ
な
囲
み
の
新
企
画
を
始
め

る
だ
け
で
も
、
ペ
ー
ジ
の
表
情
は
随

分
と
変
わ
っ
て
く
る
。　
（
中
村
明
）

◆奨励賞（11校）
福島県立郡山東／群馬県立高崎／群馬県立富岡／埼玉県立
松山／向上（神奈川県）／石川県立金沢泉丘／福井県立金
津／静岡県立韮山／滋賀県立彦根東／島根県立安来／長崎
県立長崎南

【審査員】
審査員長・中村明（読売新聞東京本社紙面審査委員長）／
松井孝二（全国高等学校新聞教育研究会会長）／中根淳一
（神奈川県立横須賀高校教諭）／秋山哲也（読売新聞東京
本社教育ネットワーク事務局専門委員・前写真部長）

最
優
秀
賞
に
神
戸
鈴
蘭
台
高
校

● 優秀賞（記事） 崇徳（広島県）

● 最優秀賞・読売新聞社賞 兵庫県立神戸鈴蘭台

最優秀賞に輝いた兵庫県立神戸鈴蘭台
高校の編集部員たち

全
体
講
評

第
３
回 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル  

巻頭特集

● 優秀賞・ポカリスエット賞（ルポルタージュ） 長崎県立長崎工業
海に出て果敢に取材
　総体への意気込みや目標を、運動部すべてに事前にインタビューしている姿勢
が光っている。さらに、出場した試合の結果を部長、部員、顧問のインタビューを
交えて丹念に取材して記事にまとめた。
　「高総体この一枚」のコーナーからは、新聞部員がカメラを片手に試合会場を走
り回っている姿が伝わってくる。圧巻は、「新聞部員海に出る」と称して、ヨット競技
を同行取材したルポ記事だ。風雨が強い中、ライフジャケットを着用してカメラを
濡らしながら悪戦苦闘する様子が迫ってきた。
　インターハイ本戦に出場した競技の記事もしっかりフォローアップしている。結
果はどうであれ、継続性を生かしている点が素晴らしい。� （中根淳一）

選手の気持ち引き出す
　総体期間中に計19回の「インターハイ新
聞」を発行し、県大会や全国大会に出場した
各部の活躍をタイムリーに伝えた。どの記
事も、試合の展開や選手の思い、心の動き
などをよく取材して聞き出していて、記事に
臨場感がある。
　また、３年ぶりの「全国制覇」を逃した柔
道部、準決勝敗退のサッカー部などの記事
では、部員たちの悔しさを伝えるともに、部
員たちの不屈の精神を引き出している点が
良い。これらは生徒全体に勇気を与える記
事である。部員に焦点を当て、いろいろな形
で取り上げているのも良い。「先輩から後輩
へ」などの囲み記事もあり、紙面作りの面で
も参考になる新聞だ。� （松井孝二）

● 優秀賞（写真） 鳥取城北（鳥取県）
ここぞの瞬間切り取る
　全国大会に５競技も出場しただけに、紙
面からは新聞部の意気込みが随所に感じら
れた。とくに写真は、ここぞという瞬間をよ
く切り取っており、キャプションもしっかりし
ている。選手の名前を入れているので、地域
の方が読んでも共感を呼ぶだろう。
　ＩＨ（インターハイ）特集として編集された
第70号では、中面見開きで相撲の団体優
勝を伝えた。「気持ちでつかんだ団体優勝」
の見出しがやや地味だが、優勝が決まった
歓喜の選手らをとらえた写真は圧巻だ。た
だ、合計１２枚の写真掲載はやや多い印象を
受ける。写真をしっかり押さえようと取材現
場に身を置くことで、足でかせいだ裏方取
材も充実した。� （秋山哲也）

● 優秀賞（企画） 弘学館（佐賀県）
さらなる成長楽しみ
　県総体を、Ａ３判５面を使って伝えた。試合
経過に加えて、選手、顧問の試合中の不安、
喜びなど揺れ動く気持ちをうまく捉えてお
り、「選手が頑張る姿を伝えたい」という記
者の気持ちがあふれている。
　廃部直前の柔道部を取り上げた「さらば
柔道部」は、顧問の「残念な気持ち」を取材し
て、その心境が伝わる大きな写真を併せて
載せている。特筆すべきは、全国の高校の
柔道部や相撲部の現状を調べ、「国技全体
への問題提起」をしていることだ。社会問題
への切り口として、参考にしたい視点であ
り、素晴らしい記事だ。ほかにも、ウィットの
効いた記事があり、今後のさらなる成長が
楽しみな新聞である。� （松井孝二） 学校全体に活気

　速報版「鈴高ｍｉｎｉプレス」を年間１１9回も発行。総体
に臨む各部活動の熱意がよく伝わってくる。
　新キャプテンシリーズは部員やマネジャー、前部長な
どにもインタビューし、キャプテンをクローズアップ。部
活動への意識が盛り上がる工夫をしている。総体メン
バーシリーズでは、顔写真付きで顧問や他の部活動から
のエールを載せるなど企画がとても面白い。
　全部活動の部員たちを紹介し、全校生徒の顔が見え
る新聞作りがなされているところがスゴイ。インターハイ
本戦に出場する部活動がなくても学校全体に活気をも
たらしている。学校を活性化するための使命を学校新聞
が十二分に果たしている好例だ。� （中根淳一）

「弘学館新聞」通巻85号

● 優秀賞（レイアウト） 長崎県立西陵
横向き紙面が新鮮
　「西陵速報」の最大の特徴はメリ
ハリを利かせた紙面だ。各号とも、
見出し、記事、写真がバランスよく
配されている。勢いのあるレイアウ
トがインターハイの熱気をストレー
トに伝えた。紙面を横長に使った
のも新鮮な印象を与えた。
　見出しは、メッセージを簡潔な
言葉に凝縮させようという工夫の
跡がうかがえる。剣道のメイン写
真は、動きのある一瞬を切り取った構図で、レイアウトもレベルが高い。
　囲みの使い方もうまい。小ぶりの囲み「ちょっと裏話」は紙面の中でアクセント
の役割を果たした。このほか、剣道の記事も緊迫した試合の詳細をしっかり押さえ
た書きぶりで、紙面全体を引き締めた。� （中村明）

「西陵速報」第32、33、34号

「城北新聞」第69、70号
「城北かわら版」No.116

「崇徳学園新聞」221号、「崇徳学園
新聞」速報版129～162号のうち18点

「工業っ子」No.132、133、136

「鈴高新聞」
  第158、159、160号
「鈴高miniプレス」
  第2419～2536号のうち40点
 （号外1点含む）
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Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ

は
、
南
極
越
冬
隊
の
仕
事
を
テ

ー
マ
に
し
た
授
業
を
行
っ
た
。

同
社
は
１
９
９
２
年
か
ら
、
昭

和
基
地
に
設
置
し
た
多
目
的
衛

星
デ
ー
タ
受
信
シ
ス
テ
ム
の
運

用
、
保
守
点
検
の
た
め
、
毎
年

越
冬
隊
に
参
加
し
続
け
て
い
る
。

　

授
業
で
は
、
同
社
Ｃ
Ｓ
Ｒ
企

画
・
社
会
貢
献
グ
ル
ー
プ
の
鈴

木
正
人
さ
ん
が
会
社
の
概
要
を

説
明
し
た
後
、
越
冬
隊
に
参
加

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
法
人
営
業
横
須

賀
支
店
長
の
益
山
賢
太
さ
ん
が

「
形
に
は
残
ら
な
い
が
、
心
に

残
る
仕
事
の
魅
力
」
に
つ
い
て

考
え
る
授
業
を
行
っ
た
。

　

会
社
の
仕
事
に
つ
い
て
「
地

球
を
舞
台
に
、
あ
ら
ゆ
る
交
流

を
創
造
す
る
『
文
化
交
流
事

業
』
で
す
」
と
解
説
。
国
外
の

事
業
所
も
多
く
、
約
２
万
７
千

人
の
社
員
の
う
ち
４
０
０
０
人

は
外
国
人
で
あ
る
こ
と
や
、
旅

行
を
案
内
す
る
添
乗
員
の
中
に

は
１
年
の
う
ち
２
５
０
日
も
海

外
に
い
る
人
も
い
る
こ
と
な

ど
、
仕
事
の
特
殊
性
も
丁
寧
に

話
し
た
。

　

若
い
頃
の
添
乗
員
時
代
の

様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
交
え
な

が
ら
「
人
の
心
に
残
る
仕
事
が

で
き
た
。
こ
の
会
社
に
入
っ
て

良
か
っ
た
と
思
っ
た
」
と
振
り

返
っ
た
。

　

仕
事
の
概
要
を
話
し
た
後

は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の

「
実
習
」。「
京
都
に
11
時
30
分

ご
ろ
に
着
く
新
幹
線
の
切
符
が

ほ
し
い
」
と
い
う
客
の
申
し
込

み
に
対
し
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
に
な

り
き
っ
て
、
切
符
を
手
配
す
る

「
仕
事
」
に
取
り
組
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
地
元
・
鎌
倉
に
、

海
外
か
ら
観
光
客
を
も
っ
と
呼

び
込
む
た
め
に
は
何
を
改
善
し

た
ら
い
い
か
を
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
話
し
合
っ
た
。「
道
路
が

狭
い
の
で
広
く
す
る
」「
外
国

人
用
の
案
内
看
板
を
増
や
す
」

「
バ
ス
を
増
や
す
」
な
ど
、
具

体
的
な
提
案
が
次
々
に
発
表
さ

れ
た
。

　

授
業
を
受
け
た

松
岡
直
輝
さ
ん

は
「
旅
行
に
行
く

の
が
好
き
な
の
で

こ
の
授
業
を
受
け

た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
仕

事
は
大
変
な
こ
と

が
多
い
と
分
か
っ

た
が
、
楽
し
い
こ

と
も
見
つ
け
ら
れ

そ
う
だ
と
思
っ

た
」
と
感
想
を
話

し
て
い
た
。

　

東
レ
の
授
業
は
、
同
社
が
研

究
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
先

端
素
材
と
地
球
環
境
問
題
と
の

　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
グ
ル
ー
プ
は
、
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
大
船
支
店
の
山
村

徹
支
店
長
ら
４
人
が
講
師
を
務

め
、
39
人
の
生
徒
に
、
預
金
、

貸
し
出
し
、
為
替
な
ど
銀
行
の

主
要
業
務
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

講
師
の
一
人
、
江ご

う

田だ

公ひ
ろ

毅き

課

長
は
「
お
金
が
経
済
の
血
液
と

す
る
な
ら
、
銀
行
は
心
臓
、
血

管
と
言
え
ま
す
」
と
、
銀
行
の

社
会
的
役
割
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
た
。

　

授
業
で
は
、
銀
行
や
お
金
に

ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
、

　

デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
の
授

業
で
は
、
大
手
商
社
で
長
年
コ

ー
ヒ
ー
を
扱
っ
て
き
た
安
達
公

一
さ
ん
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
産
コ
ー

ヒ
ー
の
生
産
や
集
荷
を
中
心

に
、
20
人
の
生
徒
を
前
に
講
義

を
行
っ
た
。

　

コ
ー
ヒ
ー
の
消
費
量
は
ト
ッ

プ
が
ア
メ
リ
カ
。
以
下
ブ
ラ
ジ

ル
、
ド
イ
ツ
と
続
き
、
日
本
は

世
界
第
４
位
だ
と
い
う
。
ブ
ラ

ジ
ル
に
は
３
回
赴
任
し
て
、
通

算
12
年
２
か
月
駐
在
し
た
と
い

う
安
達
さ
ん
は
「
日
本
の
コ
ー

ヒ
ー
輸
入
量
は
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

が
一
番
多
い
。
柔
ら
か
い
酸
味

が
日
本
人
に
好
ま
れ
て
い
る
か

ら
で
す
」
と
説
明
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
の
開

花
は
９
～
12
月
。
ジ
ャ
ス
ミ
ン

の
香
り
が
す
る
白
い
花
が
農
園

中
に
広
が
り
、
翌
年
３
月

か
ら
５
月
に
か
け
て
結
実

す
る
。
集
荷
さ
れ
た
豆
は

色
や
形
な
ど
を
基
準
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
選
別
す

る
な
ど
、
か
つ
て
は
人
力

に
頼
る
部
分
が
か
な
り
あ

っ
た
が
、
大
幅
に
自
動
化

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
。

　

安
達
さ
ん
が
力
を
込
め

て
説
明
し
た
の
は
、
日
本

と
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
関
係
。

奴
隷
制
廃
止
と
い
え
ば
ア

メ
リ
カ
が
頭
に
浮
か
ぶ
が
、
ブ

ラ
ジ
ル
で
も
奴
隷
制
が
あ
り
、

「
そ
れ
が
廃
止
さ
れ
た
の
は

１
８
８
８
年
。
こ
の
た
め
、
コ

ー
ヒ
ー
農
園
で
働
く
労
働
者
が

必
要
と
な
り
、
１
９
０
８
年
に

日
本
人
７
８
１
人
が
最
初
の
移

民
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た

の
で
す
」。

　

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
現
在
、

１
５
０
万
～
２
０
０
万
人
。
ブ

ラ
ジ
ル
に
進
出
し
て
い
る
日
系

企
業
は
約
７
０
０
社
に
も
上
っ

て
い
る
。

　

日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
が
「
修
好

通
商
航
海
条
約
」
を
結
ん
だ
の

は
１
８
９
５
年
（
明
治
28
年
）。

１
２
０
年
以
上
も
前
か
ら
外
交

の
歴
史
が
あ
る
と
い
う
安
達
さ

ん
の
解
説
に
、
生
徒
た
ち
は
驚

い
た
様
子
だ
っ
た
。

水
を
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
に
垂
ら

し
蒸
発
さ
せ
る
と
、
プ
レ
ー
ト

上
に
食
塩
が
残
り
、
食
塩
は
ろ

過
さ
れ
な
い
こ
と
も
確
認
し

た
。
絵
の
具
の
粒
子
は
ろ
過
で

き
て
、
食
塩
の
粒
子
は
ろ
過
で

き
な
い
こ
と
を
、
自
ら
の
目
で

確
か
め
る
こ
と
で
、
物
質
に
よ

っ
て
粒
子
の
大
き
さ
に
違
い
が

あ
る
こ
と
を
生
徒
た
ち
は
体
感

し
た
。

　

生
徒
の
一
人
は
「
普
段
使
っ

て
い
る
も
の
に
、
こ
ん
な
先
端

技
術
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
驚
い
た
」
な
ど
と
感
激

し
て
い
た
。

生
徒
た
ち
は
10
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
臨
ん
だ
。

　
「『
円
』
と
い
う
単
位
は
、
何

時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
ま
す

か
」（
答
え
・
明
治
）、「
千
円

札
が
破
損
し
て
５
分
の
２
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
銀
行
に

行
く
と
、
い
く
ら
に
交
換
し
て

も
ら
え
る
で
し
ょ
う
か
」（
答

え
・
５
０
０
円
）
な
ど
の
問
題

に
対
し
、
解
答
を
発
表
す
る
ご

と
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

授
業
に
参
加
し
た
白
石
惇

じ
ゅ
ん

大だ
い

さ
ん
は
「
円
高
・
円
安
に
つ

い
て
よ
く
理
解
で
き
た
。
授
業

神奈川県鎌倉市立大船中学校で10月20日、読売教育ネットワークに参加している、NECネッツエスアイ、
三菱UFJフィナンシャル・グループ、東レ、JTB、ディレクトフォースの5つの企業・団体による出前授業が行われた。
3年生を対象にした90分にわたるもので、生徒らは自分で受けたい授業を選び、真剣に聞き入っていた。

る
お
茶
目
な
ペ
ン
ギ
ン
や
ア
ザ

ラ
シ
な
ど
、
映
像
満
載
の
授
業

に
教
室
は
大
い
に
沸
い
た
。

　

基
地
で
の
生
活
に
つ
い
て
も

詳
し
く
紹
介
。
１
年
に
１
度
し

か
来
な
い
砕
氷
船
が
１
年
分
の

食
料
や
燃
料
を
運
ん
で
く
る
こ

と
や
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
で
発
電
し

た
電
気
を
使
っ
て
の
生
活
。
ミ

ニ
ト
マ
ト
や
モ
ヤ
シ
を
栽
培
し

た
り
、
時
に
は
外
で
サ
ッ
カ
ー

を
し
た
り
す
る
こ
と
も
、
ユ
ー

モ
ア
い
っ
ぱ
い
に
語
ら
れ
た
。

　

今
は
メ
ー
ル
で
や
り
と
り
も

で
き
る
が
、
当
時
は
電
話
の
利

用
に
１
分
間
３
０
０
０
円
も
し

た
の
で
、
電
話
代
が
１
５
０
万

円
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

経
験
も
打
ち
明
け
た
。

　

森
内
さ
ん
は
「
南
極
で
自
然

の
厳
し
さ
と
助
け
合
い
の
大
切

さ
、
創
意
工
夫
を
し
て
、
決
し

て
諦
め
な
い
こ
と
が
大
事
だ
と

学
ん
だ
」
と
授
業
を
締
め
く
く

っ
た
。

　

授
業
を
受
け
た
梅
澤
優
さ
ん

は
「
動
物
や
食
事
の
話
な
ど
貴

重
な
話
を
聞
け
た
。
基
地
の
中

は
意
外
に
暖
か
そ
う
だ
っ
た
」、

菊
池
諒
さ
ん
は
「
知
ら
な
か
っ

た
南
極
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
オ
ー
ロ
ラ
が
き
れ
い

で
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
」

と
話
し
て
い
た
。

南極の昭和基地に設置された多目的アンテナについて説明する森内さん

中空糸膜を使ってろ過実験を行う生徒たち

紙幣を数える方法を学ぶ生徒たち

益山さん（左奥）が出した問題を時刻表を使って調べる生徒たち

生徒の質問に丁寧に答える安達さん（中央）

５企業・団体が一斉出前授業

コーヒーを介したブラジルとの関係「観光客呼び込むには」グループで討論

南極越冬隊で学んだこと実験通じて粒子の大きさを体感  クイズ形式で銀行とお金を学ぶ

し
た
経
験
の
あ
る
森
内
秀
樹
さ

ん
が
「
中
学
時
代
に
青
年
海
外

協
力
隊
員
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
を

見
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
通
信

技
術
を
身
に
つ
け
て
海
外
で
働

い
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」
と
話

し
、
無
線
通
信
技
術
者
と
し
て

南
極
観
測
隊
に
加
わ
っ
た
経
緯

を
語
っ
た
。

　

南
極
の
大
自
然
や
夜
空
に
輝

く
生
き
物
の
よ
う
な
オ
ー
ロ

ラ
。
基
地
に
た
ま
に
や
っ
て
く

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ

東
レ

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス

Ｊ
Ｔ
Ｂ

よ
り
も
深
く
金
融
の
こ
と
が
学

べ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
た
。

か
か
わ
り
に
つ
い
て
理
解
し
て

も
ら
う
の
が
狙
い
。
基
礎
研
究

セ
ン
タ
ー
で
医
薬
研
究
に
携
わ

る
渕
信
寛
さ
ん
が
講
師
を
務
め

た
。

　

授
業
で
は
、
同
社
が
開
発
し

た
超
微
細
孔
の
「
中
空
糸
膜
」

と
い
う
、
家
庭
用
浄
水
器
の
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
る
素
材
を
用
い
て
、
絵
の
具

を
溶
か
し
た
水
と
食
塩
水
を
ろ

過
す
る
実
験
を
行
っ
た
。
ま

ず
、
青
色
の
絵
の
具
を
溶
か
し

た
水
を
通
し
て
、
透
明
な
水
に

ろ
過
さ
れ
る
の
を
確
認
。
続
い

て
、
中
空
糸
膜
を
通
し
た
食
塩

鎌倉市立
大船中
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第１３回 海外プロジェクト探検隊

リポートリポート

節
水
の
取
り
組
み
に
目
見
張
る

　

一
行
が
ま
ず
訪
れ
た
の
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ヒ
ュ
ー
ロ
ン
の
ト
マ

ト
農
場
。
三
菱
商
事
が
資
本
業
務
提

携
す
る
世
界
的
な
農
産
物
事
業
会
社

「O
lam

 International Lim
ited

」

（
以
下
、
Ｏ
ｌ
ａ
ｍ
社
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
市
場
上
場
）
が
運
営
し
て
い
る
。

　

７
月
半
ば
か
ら
９
月
い
っ
ぱ
い
が

収
穫
期
。
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
タ
ー
が
轟ご

う

音お
ん

を
あ
げ
な
が
ら
、
広
大
な
土
地
に
実

っ
た
ト
マ
ト
を
ど
ん
ど
ん
刈
り
取
っ

て
い
く
。
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
や
サ
ル
サ

ソ
ー
ス
な
ど
に
商
品
化
さ
れ
る
加
工

用
の
ト
マ
ト
だ
。
24
時
間
ノ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
作
業
が
行
わ
れ
、
１
日
あ
た

日本の高校生を海外に派遣し、ビジネスの最前線を視察したり、
国際交流したりした体験を読売新聞紙上などで発信する

「第13回海外プロジェクト探検隊」（主催・読売新聞社、特別協賛・三菱商事、
後援・アメリカ大使館）が８月24 ～ 29日、米カリフォルニア州で行われた。
６人の高校生が「食の安心と安全」をテーマに現地の農業生産現場などを巡った。

ツ
用
品
な
ど
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商

品
が
買
え
る
が
、
認
知
度
は
さ
ほ
ど

高
く
な
い
。
谷
口
朋
さ
ん
は
「
同
じ

地
球
に
生
き
る
人
間
と
し
て
、
消
費

行
動
に
敏
感
に
な
ら
な
く
て
は
」
と
、

今
後
は
選
択
的
な
消
費
を
心
が
け
る

こ
と
を
誓
っ
た
。
佐
藤
詠
美
さ
ん
も

「
買
い
物
を
通
じ
て
、
高
校
生
で
も

国
際
貢
献
が
で
き
る
。
フ
ェ
ア
ト
レ

ー
ド
商
品
が
開
発
途
上
国
に
い
い
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
、
も
っ
と

日
本
の
消
費
者
に
も
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
た
。

改
め
て
思
う
、「
日
本
人
」と
は
？

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
校
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
で
建
築
・
都

市
デ
ザ
イ
ン
学
科
長
を
務
め
る
阿
部

仁
史
教
授
を
訪
ね
る
機
会
に
も
恵
ま

れ
た
。
阿
部
教
授
が
多
人
種
社
会
に

身
を
置
い
て
考
え
た
「
日
本
人
観
」

「
日
本
観
」
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

　

阿
部
教
授
は
自
身
の
家
族
を
例
に

語
り
始
め
た
。
妻
は
米
国
人
の
父
と

日
本
人
の
母
の
間
に
生
ま
れ
た
が
、

英
語
が
話
せ
な
い
。
息
子
は

10
年
の
米
国
暮
ら
し
で
英
語

を
話
す
が
、
娘
は
幼
く
て
日

本
語
し
か
で
き
な
い
。
自
身
は
日
本

に
生
ま
れ
育
ち
、
現
在
、
英
語
を
使

っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
。

　
「
同
じ
家
族
で
も
『
日
本
人
』
に

は
こ
ん
な
に
幅
が
あ
る
」
と
の
阿
部

教
授
の
言
葉
に
、
高
校
生
は
ハ
ッ
と

さ
せ
ら
れ
た
。

　

人
種
が
異
な
っ
て
も
日
本
人
と
同

様
の
文
化
や
言
語
力
を
持
つ
人
、
日

る
が
、
給
水
は
地
下
約
90
セ
ン
チ
で

停
止
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
水

が
無
駄
に
地
下
深
く
へ
浸
透
し
て
い

く
こ
と
を
防
い
で
い
る
。
葉
を
切
り

取
っ
て
水
分
量
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。
害
虫
駆
除
の
た

め
天
敵
で
あ
る
益
虫
を
放
つ
な
ど
し

て
、
よ
り
環
境
に
優
し
い
農
業
を
目

指
し
て
い
る
こ
と
も
説
明
さ
れ
た
。

　

Ｏ
ｌ
ａ
ｍ
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
は

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
持
続
可
能

性
）
へ
の
配
慮
で
知
ら
れ
る
。
環
境

面
は
も
ち
ろ
ん
、
安
全
で
健
康
的
な

作
業
空
間
を
労
働
者
に
提
供
し
て
い

る
ほ
か
、
地
域
の
生
活
を
向
上
さ

せ
る
社
会
貢
献
に
も
積
極
的
だ
。

１
９
８
９
年
に
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
創

（上）Ｏｌａｍ社社員との交流会では、生の英語にたじろいだ
（中）「日本人とは何か」について考えたＵＣＬＡのキャンパス
（下）サンタモニカのビーチで思い切りリラックス

■参加者（敬称略）
森下瑞紀	 （東京都立小石川中等教育学校５年）
小林龍之介（東京・早稲田大学高等学院２年）
村山晶彦	 （東京・私立武蔵高校２年）
谷口　朋	 （福井県立藤島高校２年）
小川夏生	 （東京・神田女学園高校３年）
佐藤詠美	 （東京・渋谷教育学園渋谷高校２年）

本
文
化
に
憧
れ
日
本
へ
深
い
愛
情
を

持
つ
人
、
外
国
に
生
ま
れ
育
っ
た
た

め
、
日
本
文
化
も
日
本
語
も
知
ら
な

い
日
系
人
─
。「『
日
本
人
』
を
固

定
的
に
で
は
な
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

と
ら
え
る
ほ
う
が
楽
し
い
し
、
い
ろ

ん
な
可
能
性
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な

い
か
」。
阿
部
教
授
の
持
論
に
一
同
、

思
わ
ず
う
な
ず
い
た
。

　

森
下
瑞
紀
さ
ん
は
「
ア
メ
リ
カ
社

会
で
は
、
多
様
な
価
値
観
や
異
文
化

と
の
出
会
い
が
新
し
い
発
見
、
ア
イ

デ
ア
の
源
泉
に
な
っ
て
い
る
。
留
学

し
て
み
た
く
な
っ
た
」
と
笑
顔
を
見

せ
た
。
小
林
龍
之
介
さ
ん
も
「
日
本

や
日
本
人
に
つ
い
て
考
え
直
す
い
い

機
会
に
な
っ
た
。
多
様
な
価
値
観
に

つ
い
て
今
後
も
考
え
を
深
め
て
い
き

た
い
」
と
、
気
づ
き
を
得
た
様
子
だ

っ
た
。

り
２
０
０
０
ト
ン
が
収
穫
さ
れ
る
。

　

乾
燥
地
帯
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
も
農
業
用
水

も
見
あ
た
ら
な
い
。
不
思
議
に
思
っ

た
高
校
生
が
Ｏ
ｌ
ａ
ｍ
社
の
ス
タ
ッ

フ
に
た
ず
ね
る
と
、「
ド
リ
ッ
プ
灌か

ん

水す
い

シ
ス
テ
ム
」
を
採
用
し
て
い
る
と

の
回
答
。
給
水
チ
ュ
ー
ブ
が
埋
設
さ

れ
、
セ
ン
サ
ー
が
水
の
状
況
を
常
時

チ
ェ
ッ
ク
し
て
過
不
足
な
く
灌
水
さ

れ
る
仕
組
み
だ
。

　

次
に
訪
れ
た
ア
ー
モ
ン
ド
農
場
で

も
、
徹
底
し
た
節
水
対
策
を
目
の
当

た
り
に
し
た
。
こ
こ
で
も
、
給
水
は

セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い

る
。
高
さ
４
～
５
メ
ー
ト
ル
の
成
木

の
根
の
深
さ
は
約
１
５
０
セ
ン
チ
あ

　

熱
心
に
見
学
し
て
い
た
小
川
夏
生

さ
ん
は
「
い
ろ
ん
な
企
業
が
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
配
慮
す
れ
ば
世
界

の
将
来
が
明
る
く
な
り
そ
う
」
と

感
心
し
た
様
子
。
村
山
晶
彦
さ
ん

も
「
一
つ
一
つ
の
企
業
が
、
世
界
を

よ
り
良
い
方
向
に
導
こ
う
と
い
う
意

気
込
み
で
、
社
会
貢
献
に
取
り
組
め

ば
、
貧
困
や
環
境
問
題
の
解
決
に
役

立
つ
は
ず
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

倫
理
的
消
費
に
関
心
高
め
る

　

翌
日
は
、
三
菱
商
事
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
支
店
を
た
ず
ね
、
同
支
店
が
取
り

扱
っ
て
い
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
に
つ
い
て
学

ん
だ
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
は
、
開

発
途
上
国
の
産
品
を
適
正
な
価
格
で

継
続
購
入
す
る
こ
と
で
、
労
働
者
の

生
活
向
上
と
自
立
を
促
す
貿
易
の
仕

組
み
。
世
界
に
多
く
の
認
証
団
体
が

あ
り
、
児
童
労
働
を
禁
じ
て
安
全
な

労
働
環
境
を
作
っ
た
り
、
自
然
環
境

に
配
慮
し
た
モ
ノ
作
り
を
奨
励
し
た

り
し
て
い
る
。

　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
売
れ

行
き
を
見
よ
う
と
地
元
の
ス
ー
パ

ー
「
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
」
も
訪
れ
た
。

ナ
ッ
ツ
類
、
バ
ナ
ナ
な
ど
の

果
物
、
ト
マ
ト
ペ
ー
ス
ト

─
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
認

証
シ
ー
ル
が
つ
い
た
商
品
が
大
量
に

販
売
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
商
品
と

比
べ
１
・
５
～
２
倍
、
値
段
が
高
い

が
、
客
は
普
通
に
購
入
し
て
い
る
。

米
国
で
は
、
多
少
値
が
は
っ
て
も
環

境
や
貧
困
問
題
に
配
慮
し
た
倫
理
的

な
商
品
を
購
入
し
よ
う
と
い
う
傾
向

が
あ
る
。

　

日
本
で
も
食
品
、
衣
類
、
ス
ポ
ー

Ｏｌａｍ社が運営する広大なトマト農場を見学した

農場ではアーモンドの実を観察することもできた

農
業
の
生
産
現
場
を
取
材

業
し
、
現
在
は
世
界
70
か
国
で
事
業

を
展
開
す
る
国
際
企
業
に
成
長
し
た

Ｏ
ｌ
ａ
ｍ
社
の
成
功
の
背
景
に
は
、

環
境
と
社
会
へ
の
こ
う
し
た
高
い
倫

理
意
識
が
あ
る
。

California

Los Angeles

Huron

■主な日程
８月	２４日	 米国へ出発
	 ２５日	 カリフォルニア州ヒューロンなどで
	 	 Ｏｌａｍ社関連の農場や加工工場を視察
	 ２６日	 ロサンゼルスで三菱商事ロサンゼルス支店、
	 	 ＵＣＬＡなどを訪問
	 ２７日	 ロサンゼルス市内観光、
	 	 郊外の火力発電施設（ＤＧＣ社）を見学
	 ２８日	 日本へ向け出発
	 ２９日	 帰国

高校生６人 カリフォルニアを訪問
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学
校
や
地
域
で
の
優
れ
た
教
育
実
践
を
顕
彰
す
る
「
第
65
回
読
売
教
育

賞
」
は
、
全
国
か
ら
12
部
門
に
１
６
０
件
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
た
。
最
優

秀
賞
は
８
部
門
で
８
件
、
優
秀
賞
は
９
部
門
で
11
件
が
選
ば
れ
た
。
こ
の

中
か
ら
、
広
島
大
付
属
中
・
高
校
の
橋
本
三
嗣
教
諭
と
栃
木
県
小
山
市
立

福
良
小
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

デ
ー
タ
分
析 

生
徒
の
興
味
刺
激

　

広
島
大
学
付
属
中
・
高
校
の
橋
本

三
嗣
教
諭
（
42
）
は
、
２
０
１
０
年

度
か
ら
、
身
近
な
デ
ー
タ
を
集
め
て

分
析
す
る
授
業
を
続
け
て
い
る
。
学

習
指
導
要
領
の
改
定
で
12
年
度
か

ら
、
高
校
の
「
数
学
Ⅰ
」
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
な
ど
で
数
値
デ
ー
タ
を
整

理
し
、
説
明
す
る
「
デ
ー
タ
の
分
析
」

の
単
元
が
加
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
を

先
取
り
し
た
も
の
だ
。

　

デ
ー
タ
の
読
み
取
り
方
な
ど
基
礎

的
な
知
識
を
教
え
た
後
、
５
人
ほ
ど

11月11日に読売新聞東京本社で行われた表彰式で記念の盾を受け取る橋本教諭

第65回 読売教育賞決まる

最
優
秀
賞
に
８
部
門
８
件

■国語教育
兵庫県立神戸甲北高校教諭�荒川稔　
「エッセイと小説の書き方を教える意義」
■算数・数学教育
広島大学付属中・高校教諭�橋本三嗣
「生徒の活動を重視した数学Ⅰ『データの分析』の
授業実践」
■理科教育
慶応義塾幼稚舎（東京都渋谷区）教諭�相場博明
「化石の魅力を多くの子供達に伝える」
■社会科教育
埼玉県立いずみ高校教諭�華井裕隆
「本当の主権者教育を求めて」
■生活科・総合学習
栃木県小山市立福良小学校�代表・中島利雄　
「ふるさと学習を通して、地域を愛し、地域の課
題解決に取り組む児童の育成」
■児童生徒指導
堺市立三原台中学校�代表・木田哲生
「不登校対策『みんいく（睡眠教育）』を通じた学
校づくり」
■地域社会教育活動
ＮＰＯ高知市民会議�代表・尾崎昭仁
「子ども・若者の地域社会への参画意識の涵養
に関する一考察」
■特別支援教育
千葉県立特別支援学校流山高等学園
主幹教諭�野尻浩
「社会自立を支援する学校設定教科『キャリア・
チャレンジ』の挑戦」

■国語教育�福島県郡山市立郡山第五中学校教諭・
柳沼智恵／茨城県立水戸工業高校教諭・金沢容子
■算数・数学教育�徳島市立城東中学校教頭・斎藤
大輔　■社会科教育�渋谷教育学園渋谷中学校（東
京都渋谷区、代表・藤田憲宏）　■生活科・総合
学習�埼玉県所沢市立宮前小学校教諭・木下智実�
■健康・体力づくり�東京都品川区立第四日野小学
校主幹養護教諭・足助麻理　■外国語・異文化理
解�東京都立白鷗高校主任教諭・小林翔　■カリキュ
ラム・学校づくり�山梨県南アルプス市立若草小学校
長・沢登一浩／群馬県高崎市立乗附小学校（代表・
野村裕子）　■地域社会教育活動�兵庫県立姫路特
別支援学校分教室教諭・田中博之　■特別支援教
育�宮城県立角田支援学校主幹教諭・大坂聡

最優秀賞

優秀賞

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
生
徒
た
ち

に
テ
ー
マ
を
考
え
さ
せ
た
。
生
徒
は

「
サ
ン
タ
が
い
な
い
と
気
づ
い
た
年

齢
と
一
人
で
寝
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
時
期
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ー
タ

に
着
目
し
、
関
係
を
分
析
。「
サ
ン

タ
の
存
在
を
信
じ
て
い
る
人
ほ
ど
一

人
で
寝
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
遅

い
」
と
仮
説
を
立
て
、
関
連
が
あ
る

か
ど
う
か
を
探
っ
た
。

　

ど
ん
な
発
言
や
質
問
が
出
る
の
か

予
測
で
き
ず
不
安
も
あ
っ
た
が
、
生

徒
か
ら
は
「
他
の
班
が
推
測
し
た
こ

と
に
つ
っ
こ
み
を
入
れ
る
の
が
楽
し

か
っ
た
」「
他
に
も
関
係
あ
り
そ
う

な
こ
と
を
調
べ
た
い
」
な
ど
、
前
向

き
な
反
応
が
返
っ
て
き
た
と
い
う
。

　

橋
本
教
諭
は
「
今
後
も
生
徒
が
目

的
と
興
味
を
持
っ
て
活
動
で
き
る
よ

う
、
指
導
に
取
り
組
み
た
い
。
ほ
か

の
学
校
に
も
同
様
の
実
践
が
広
が
れ

ば
、
い
ろ
い
ろ
な
反
応
が
見
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
期
待
し
て
い
る
。

結
城
紬
で
ふ
る
さ
と
学
習

　

小
山
市
立
福
良
小
学
校
（
中
島
利

雄
校
長
）
が
１
、２
年
生
の
生
活
科

や
３
年
生
以
上
の
総
合
的
な
学
習
の

時
間
の
授
業
を
見
直
し
、
６
年
間
か

け
て
地
元
の
産
業
で
あ
る
結
城
紬つ

む
ぎの

一
連
の
工
程
を
学
ぶ
「
ふ
る
さ
と
学

習
」
を
始
め
て
か
ら
５
年
目
を
迎
え

る
。

　

蚕
の
飼
育
や
糸
紡
ぎ
、
染
色
、
織

り
な
ど
10
を
数
え
る
工
程
は
そ
れ
ぞ

れ
、
地
元
の
専
門
家
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
児
童
た
ち
に
教
え
て
い
る
。
地

元
Ｊ
Ａ
か
ら
孵ふ

化か

さ
せ
た
蚕
を
無
償

で
譲
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
織
機
な
ど

の
用
具
を
市
民
か
ら
寄
付
し
て
も
ら

っ
た
り
と
、
物
質
的
な
面
で
も
地
域

の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。

　

今
年
は
、
黄
色
の
繭
が
で
き
る
蚕

の
飼
育
に
挑
戦
し
た
。
卒
業
制
作
の

余
り
で
、
来
年
の
新
入
生
に
贈
る
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
作
ろ
う
と
児
童
た
ち

が
発
案
す
る
な
ど
、
自
分
た
ち
で
何

が
で
き
る
か
を
考
え
る
姿
勢
も
身
に

着
き
つ
つ
あ
る
。
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プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｏ
Ｇ
の
加
藤
菜
々
さ
ん

（
上
智
大
）
が
務
め
た
。

一
人
ひ
と
り
の
違
い
が 

価
値
を
生
む
こ
と
に
気
づ
い
た

　

国
際
公
務
員
と
な
っ
て
世
界
の

人
々
の
た
め
に
働
く
仕
事
に
つ
き
た

い
、
と
い
う
夢
が
あ
る
伊
藤
さ
ん

は
「（
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
）
主

体
的
に
情
報
を
集
め
な
け
れ
ば
い
け

な
い
、
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
」
と

発
言
。
外
交
官
か
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

に
な
っ
て
、
世
界
を
股
に
か
け
て
活

躍
し
た
い
と
い
う
志
を
抱
く
邱
さ
ん

は
「
一
人
ひ
と
り
、
違
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
価
値
を
生
む
こ
と
に
気

づ
き
、
違
い
を
リ
ス
ペ
ク
ト
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
語
っ
た
。
ま

た
、
国
境
な
き
医
師
団
（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）

の
救
急
救
命
医
を
目
指
す
山
本
さ
ん

は
「
ア
メ
リ
カ
人
の
高
校
生
た
ち
が

真し
ん

摯し

に
話
し
て
く
れ
て
、
異
文
化
の

人
と
の
接
し
方
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
述
べ
た
。

　

式
典
で
は
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ

ネ
デ
ィ
駐
日
米
大
使
か
ら
の
「
参
加

が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が

皆
さ
ん
の
出
発
点
で
す
」
と
い
う
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た

後
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
ジ
ャ
パ
ン
・
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
の
ロ
バ
ー
ト
・
ノ
デ
ィ
ン

社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
「
残
念
な
が
ら
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
で
現
在
Ａ
Ｉ
Ｇ

に
勤
務
し
て
い
る
人
は
５
人
し
か
い

な
い
」
と
苦
笑
し
な
が
ら
、「
重
要

な
の
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

た
３
５
０
０
人
の
人
生
が
参
加
を
き

っ
か
け
に
変
わ
っ
た
こ
と
」
と
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
意
義
を
強
調
し
た
。

　

な
お
、
Ａ
Ｉ
Ｕ
高
校
生
国
際
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
今
年
、
30
周
年
を
機

に
読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加

し
た
。

ＡＩＵ高校生国際交流プログラムが30周年

第31回の募集は12月から
　2017年に実施される第31回プログラムの募集
は、HSDが12月開始で、締め切りは1月31日。
USHSDは2月募集開始予定。
　HSDの日程は7月16日から8月7日まで。募集人
員は男女各20人の計40人。申込書による1次選
考を経て、面接による2次選考を3月に行う。
　一方、USHSDの日程は7月27日から8月8日ま
で。募集人員は男女各10人の計20人。申込書に
よる1次選考を経て、面接による2次選考を5月に行
う。詳細はウェブサイトを参照。
http://www.highschooldiplomats.org/contents/
download.html

AIU高校生国際交流プログラム
　国際社会で活躍する人材の育成を目標にし
たプログラム。AIUが日本での営業開始40周
年を記念して1987年に始めた。当初は東京都
内の高校生のみを対象としていたが、1993年
から全国に対象を広げた。AIUとフリーマン財団
の協賛金で運営され、渡航費や滞在費は無料。
　渡米プログラム（HSD＝AIU	High	School	
Diplomats	Program）と国内プログラム（USHSD
＝AIU	US	High	School	Diplomats	Program）
の2つがある。
　渡米プログラムは、米国の首都ワシントンやニ
ューヨーク市内にある米政府機関や国連本部な
どを訪問し、ホームステイや米国の高校生との
共同生活も体験する。国内プログラムは、来日
した米国の高校生を受け入れ、国内の研修セン
ターで10日間、共同生活を行って日米の文化
交流を行う。
　米国に派遣された日本の高校生と、日本を訪
れた米国の高校生は計約3500人に達する。
昨年から読売新聞が後援している全国高等学
校英語スピーチコンテストで1位になった岡山県
立岡山朝日高のシュレヤス・プラダンさんも、第
30回のプログラムに参加した。

　

米
保
険
大
手
Ａ
Ｉ
Ｇ
傘
下
の
Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
会
社
が
高
校
生
国
際
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
始
し
て
30
回
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
た
、「
Ａ
Ｉ
Ｕ
高
校
生
国
際
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
30
周
年
記
念
式
典
」
が
東
京
都
港
区
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

式
典
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た

日
本
の
高
校
生
60
人
の
中
か
ら
３
人
が
研
修
の
成
果
を
披
露
し
た
。

パネルディスカッションでプログラムの経験を発表した高校生たち（右の3人）

記
念
式
典
で
参
加
高
校
生
が
発
表

　

発
表
し
た
の
は
、
国
際
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
う
ち
、
渡
米
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
た
田
園
調
布
学
園
高
（
東

京
都
）
の
伊
藤
栞し

お
りさ
ん
、
筑
波
大
付

属
高
（
同
）
の
邱お

か

龍
一
さ
ん
と
、
国

内
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
学
芸
大

付
属
高
（
同
）
の
山
本
天て

ん

智ち

さ
ん

（
い
ず
れ
も
２
年
）。
司
会
は
、
第
26

回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
渡
米

リポート
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地元の販売店が新聞を提供
　子供たちに新聞に触れてもらおうと、千葉
県八千代市内の小学校22校、中学校11校で
は今年5月から、教材として1日計約370部
の読売新聞朝刊が地元の販売店から提供され
ている。各校では、この新聞を活用した取り
組み（NIE）が活発に行われている。

　浜学園、駿台・浜学園と、読売新聞教育
ネットワーク事務局が共同編集した中学
受験用時事問題集「入試に勝つ新聞記事
2017」が、読売新聞社から刊行されまし
た。熊本地震やオバマ米大統領の広島訪
問、リオ五輪・パラリンピックなど、2017年
の中学入試に出題が予想される重要な時
事問題について、実際に読売新聞に掲載
された記事を収録するとともに、記事のポ
イントや重要語句、関連項目などについて詳しく解説しています。
　「日本の政治」「日本の経済「世界の動き」「文化と社会」「自然と環
境」の５分野を網羅。各章の最後に掲載した一問一答形式の問題や
入試予想問題で知識の確認ができるほか、巻末には、切り離して単
語カードとして持ち歩ける、重要時事ワードの一問一答カードもつ
いています。
　税別1450円。書店、ＹＣ（読売新聞販売店）などで購入できます。

　読売日本交響楽団（読響）は音楽教育のサポート
の一環として全国の教育機関を対象に特製CD（非売品）を寄贈
します。日ごろの演奏を会場でそのまま収めたライブ盤で、歴
代の常任指揮者らとの競演を記録した音源としても貴重なも
のです。寄贈するCDは、グルリット作曲、歌劇「ヴォツェック」（指
揮：ゲルト・アルブレヒト＝録音2000年11月)など７点。読響ウェ
ブサイトから応募フォーム、または用紙をダウンロードしてお申
し込みください。　http://yomikyo.or.jp/present2016.php

【対　　象】小中学校、高校、大学・大学院（短大を含む）、
　　　　　各種学校、図書館、音楽資料館

【点　　数】1校・1団体 各種1枚ずつ
　　　　　※品切れの場合は、在庫があるCDのみ送付

【送　　料】読響が負担
【募集期間】2016年12月末日まで。
【問い合わせ】読売日本交響楽団事務局 ☎03・5283・5215（平日）

「入試に勝つ新聞記事2017」を刊行 読響が教育機関に
演奏ＣＤを寄贈

千
葉
県
八
千
代
市
の
小
中
学
校
で 

Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
発
に

▲スクリーンの前で、児
童に新聞ができるまでを
説明する高野企画委員
（10月21日）

◀気になった新聞記事
について感想を発表す
る八千代台西中の生
徒ら（10月13日）

辺
由
菜
さ
ん
（
８
）
は
「
新
聞
作
り

の
い
ろ
ん
な
こ
と
が
わ
か
り
、
興
味

が
わ
い
た
」
と
話
し
た
。

　

こ
の
後
の
給
食
の
時
間
に
、
同
小

の
放
送
委
員
会
の
児
童
が
講
師
３
人

に
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
。
仕

事
内
容
な
ど
を
聞
い
た
６
年
の
與
那

嶺
黎
香
さ
ん
（
12
）
と
後
藤
里
桜
さ

ん
（
12
）
は
「
せ
っ
か
く
授
業
を
受

け
た
の
で
思
い
つ
い
た
。
校
外
の
人

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
初
め
て
で
、

緊
張
し
た
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

気
に
な
る
記
事
に
感
想

八
千
代
台
西
中

　

八
千
代
台
西
中
の
１
年
生
４
ク
ラ

ス
で
は
ほ
ぼ
毎
日
、
配
布
さ
れ
た
新

聞
を
生
徒
が
交
代
で
自
宅
に
持
ち
帰

り
、
気
に
な
る
記
事
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
。
切
り
抜
い
た
記
事
を
シ
ー
ト
に

貼
っ
て
感
想
を
記
入
す
る
ほ
か
、
保

記
者
３
人
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
指
導

米
本
南
小

　

10
月
の
新
聞
週
間
（
15
～
21
日
）

に
合
わ
せ
、
市
立
米
本
南
小
で
は
21

日
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
教
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局
の
記
者
３
人
が
講

師
と
な
り
、
新
聞
の
作
り
方
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
高
野
義
雄
企
画
委
員

は
３
、４
年
生
を
対
象
に
、
記
者
の

七
つ
道
具
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
仕
方

な
ど
を
説
明
。
教
員
に
氏
名
や
生
年

月
日
、
学
校
の
先
生
に
な
っ
た
理
由

な
ど
を
質
問
し
、
取
材
の
お
手
本
を

み
せ
た
。
授
業
を
受
け
た
３
年
の
渡

護
者
に
も
一
言
書
い
て
も
ら
い
、
翌

日
、
ク
ラ
ス
で
発
表
し
て
い
る
。

　

国
語
担
当
の
田
中
智
大
教
諭

（
26
）
は
「
様
々
な
記
事
を
読
ん
で

自
分
で
考
え
、
人
に
伝
え
る
経
験
を

積
ま
せ
て
い
る
。
保
護
者
に
感
想
を

書
い
て
も
ら
う
こ
と
で
親
子
の
会
話

の
き
っ
か
け
に
な
る
し
、
自
分
と
は

違
う
意
見
に
触
れ
る
機
会
に
も
な

る
」
と
狙
い
を
話
し
て
い
た
。
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海
外
で
学
ぶ・リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
ア
ブ
ダ
ビ
校

「
Ｎ
Ｙ
Ｕ
Ａ
Ｄ
と
の
世
界
を
ま
わ
る
旅
」

関
西
学
院
大
阪
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
卒
、ニュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
ア
ブ
ダ
ビ
校
１
年（
執
筆
時
）　
徐じ

ょ 

亜あ

斗と

香か 

さ
ん　

Ｙ
Ｕ
Ａ
Ｄ
進
学
は
こ
の
多
様
性
が
決

め
手
だ
っ
た
。
合
計
１
０
４
も
の
言

語
を
話
す
１
１
３
の
国
籍
の
生
徒
が

４
％
の
合
格
率
を
く
ぐ
り
抜
け
、
集

ま
っ
て
い
る
。
決
め
手
の
も
う
一
つ

は
ア
ブ
ダ
ビ
首
長
国
政
府
か
ら
の
一

人
当
た
り
年
間
８
万
ド
ル
の
（
返
済

の
必
要
が
な
い
）
奨
学
金
だ
っ
た
。

こ
の
中
に
は
、
授
業
料
、
住
宅
費
、

本
・
資
料
代
、
給
付
金
の
ほ
か
、
１

年
に
２
回
日
本
を
往
復
で
き
る
航
空

券
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
Ｕ
が
最
初
に
海
外
進
出
し
た

の
は
１
９
５
８
年
、
マ
ド
リ
ー
ド
だ

っ
た
。
大
学
の
目
標
が
グ
ロ
ー
バ
ル

市
民
の
育
成
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

学
生
は
世
界
Ｎ
Ｙ
Ｕ
全
14
拠
点
で
最

大
２
学
期
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
教
授

が
学
生
を
外
国
に
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
。
授
業
の

一
環
で
、
イ
タ
リ
ア
に
ル
ネ
サ
ン
ス

芸
術
を
学
び
に
行
っ
た
し
、
ウ
ガ
ン

ダ
で
行
わ
れ
た
ア
フ
リ
カ
の
演
劇
祭

も
観
に
行
っ
た
。
バ
ー
レ
ー
ン
で
は

沿
岸
の
開
発
を
視
察
し
、
イ
ン
ド
で

は
イ
ン
ド
武
道
と
ダ
ン
ス
の
激
し
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
っ
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
サ
デ
ィ
ア
ッ

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0002892641でお読みいただけます。

インド南部のコラムにある寺院でカタカリ舞踊を練習する徐さん（中央）＝本人提供

ト
島
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
感
じ
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
の
分
、
大
学
が
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
い
て
く
れ
る
。
私
は
社

会
研
究
・
公
共
政
策
学
と
演
劇
学
を

専
攻
し
て
い
る
が
、
世
界
的
に
有
名

な
中
国
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ラ
ン
・
ラ

ン
が
ア
ブ
ダ
ビ
を
訪
れ
た
時
、
彼
か

ら
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
マ

ス
タ
ー
ク
ラ
ス
に
運
良
く
選
ば
れ

た
。
少
人
数
制
で
あ
る
こ
の
大
学
の

特
権
と
運
で
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

も
う
す
ぐ
大
学
２
年
に
な
る
。
ス

ペ
イ
ン
語
を
上
達
さ
せ
る
た
め
の
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
校
（
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
）
へ
の
留
学
が
待
ち
遠
し
い
。
３

年
次
に
は
ア
ク
ラ
（
ガ
ー
ナ
）
で
発

展
途
上
国
に
住
む
子
供
達
へ
の
支
援

に
つ
い
て
研
究
し
、
４
年
次
で
は
公

共
政
策
学
と
演
劇
学
の
ダ
ブ
ル
専
攻

の
卒
業
論
文
を
終
わ
ら
せ
る
。
こ
れ

ま
で
の
人
生
を
覆
す
よ
う
な
「
旅
」

の
後
の
自
分
が
、
ど
れ
だ
け
前
と
変

わ
っ
た
か
を
確
か
め
る
の
が
楽
し
み

だ
。

（
会
報
編
集
部
抄
訳 T

he Japan 
N

ew
s 

２
０
１
６
年
５
月
22
日
）

　

先
日
、
中
東
人
類
学
の
授
業
で
、

米
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
ア
ブ
デ

ラ
・
ハ
ム
デ
ィ
教
授
（
人
類
学
）
が

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
メ
ッ
カ
巡
礼
「
ハ

ッ
ジ
」
を
描
い
た
本
を
読
ん
だ
。
そ

れ
以
来
、
こ
こ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学

ア
ブ
ダ
ビ
校
（
Ｎ
Ｙ
Ｕ
Ａ
Ｄ
）
で
の

毎
日
の
「
旅
」
が
、
あ
る
意
味
私
の

中
で
の
「
ハ
ッ
ジ
」
な
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

　

大
食
堂
（「
大
好
き
な
教
室
」
と

私
は
呼
ん
で
い
る
）
で
は
、
異
文
化

間
の
会
話
が
自
然
に
生
ま
れ
る
。
Ｎ

ニューヨーク大学
アブダビ校
アラブ首長国連邦（UAE）
のアブダビ首長国とニュ
ーヨーク大学の合意によ
り、2010年に創設された。
米主要大学によって運営
される包括的なリベラル
アーツ、科学分野の中東
地域初の大学。

Abu Dhabi

Dubai

Abu Dhabi

Dubai

New York
University
Abu Dhabi

New York
University
Abu Dhabi

UAE

23

リレーエッセー

海外留学を目指す高校生に進学支
援を行っているNPO法人「留学フェ
ローシップ」のメンバーが、海外のキャ
ンパスライフをリレー連載します。留
学フェローシップの詳細はウェブサイト
（http://ryu-fellow.org）へ。
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